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英語 ２・東書 ○ 外国語科（英語）の目標として，積極的にコミ

NEW HORIZON ュニケーションを図ろうとする態度の育成との関

係では，目標文を本文中から抽出した後に，基礎

的練習，文法と語彙の習得，特定の場での運用練

習，自己表現活動による意志・情報の発信の構成

を採っている。順をおって学習することにより，

総合的に４技能を身に付けることができるように

構成されている。

○ 題材内容においては，2020 年のオリンピックを
身近に感じられる出場者等の考えに触れる題材，

日本を初め，英語圏・非英語圏を問わず，３年間

で５大陸を広く取り上げている。単に題材内容と

して取り扱うだけでなく，登場人物の言葉から読

み取って学ぶことができることは学習者が中心と

なれる編集であることが感じ取れる。

○ 言語活動・学習活動のしやすさの観点からは，

各課に，４技能がそれぞれ重点化され，さらに統

合され，繰り返し学習することができる。各技能

の効果的に練習できる配列となっている。また,
書く活動を最後に位置づけることで，自ら学習の

成果を確認しやすくしている。

○ 小学校外国語活動との接続への配慮として，小

学校の学習内容の主な表現を冒頭の付録部分で聞

く，話すを中心に振り返り，書くことの指導も組

み入れ，中学校での学習への円滑な接続がなされ

ている。そのため，課１での中学校の学習にスム

ーズに入ることができるようになっている。

○ 表記・体裁上では，課の冒頭で学習への動機付

け，目標の提示がなされており，英文を読むこと

に主体的に取り組めるようになっている。紙面上

も適当な余白のある中で，英文を際立たせるよう

に日本語を抑えている。中学校入学当初，英語で

の筆記を助ける文字体の工夫もされている。その

他の語彙の提供や補足をするためのコーナーが適

した分量で与えられている。


